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（
経
済
産
業
委
員
会
）

電
気
事
業
法
及
び
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
（
閣
法
第
七
〇
号

（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

）

本
法
律
案
は
、
原
子
力
発
電
に
係
る
安
全
の
確
保
に
関
し
て
重
大
な
事
案
が
発
生
し
た
こ
と
に
伴
い
、
電
気
事
業
法
に
お
い

て
原
子
力
発
電
に
係
る
電
気
工
作
物
の
設
置
者
に
定
期
自
主
検
査
及
び
評
価
の
結
果
の
記
録
及
び
保
存
等
を
義
務
付
け
る
ほ

か
、
罰
則
の
引
上
げ
等
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
に
お

い
て
罰
則
の
引
上
げ
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
電
気
事
業
法
の
一
部
改
正

１

定
期
自
主
検
査

特
定
電
気
工
作
物
（
発
電
用
の
ボ
イ
ラ
ー
、
タ
ー
ビ
ン
そ
の
他
の
一
定
の
電
気
工
作
物
で
あ
っ
て
一
定
の
圧
力
以
上

（１）
の
圧
力
を
加
え
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
も
の
並
び
に
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
設
備
で
あ
っ
て
一
定
の
も
の
を
い

う

）
の
設
置
者
は
、
定
期
に
、
当
該
特
定
電
気
工
作
物
に
つ
い
て
自
主
検
査
（
以
下
「
定
期
自
主
検
査
」
と
い
う

）

。

。

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
記
録
・
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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定
期
自
主
検
査
に
お
い
て
は
、
そ
の
特
定
電
気
工
作
物
が
電
気
事
業
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
技
術
基
準
に
適
合
す

（２）
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
定
電
気
工
作
物
の
設
置
者
は
、
定
期
自
主
検
査
の
際
、
原
子
力
を
原
動
力
と
す
る
発
電
用
の
特
定
電
気
工
作
物
で

（３）
あ
っ
て
一
定
の
も
の
に
関
し
、
一
定
の
期
間
が
経
過
し
た
後
に
技
術
基
準
に
適
合
し
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
部
分
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は

当
該
部
分
が
技
術
基
準
に
適
合
し
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
時
期
等
に
つ
い
て
評
価
を
行
い

、

、

そ
の
結
果
を
記
録
・
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
定
電
気
工
作
物
の
設
置
者
は
、
定
期
自
主
検
査
の
実
施
に
係
る
体
制
（
定
期
自
主
検
査
の
実
施
に
係
る
組
織
、
検

（４）
査
の
方
法
、
工
程
管
理
等
）
に
つ
い
て
、
一
定
の
時
期
に
、
経
済
産
業
大
臣
等
の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

報
告
徴
収

経
済
産
業
大
臣
は
、
原
子
力
発
電
工
作
物
の
設
置
者
か
ら
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
、
保
安
の

確
保
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
原
子
力
発
電
工
作
物
の
保
守
点
検
を
行
っ
た
事
業
者
に
対
し
て

も
、
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

原
子
力
安
全
委
員
会
へ
の
報
告
等
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経
済
産
業
大
臣
は

毎
年
度

原
子
力
発
電
工
作
物
に
係
る
認
可

検
査
及
び
審
査
の
前
年
度
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

、

、

、

、

原
子
力
安
全
委
員
会
に
報
告
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
を
聴
い
て
、
保
安
の
確
保
の
た
め
に
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
。

４

罰
則

原
子
力
発
電
工
作
物
の
設
置
者
に
係
る
報
告
徴
収
、
立
入
検
査
、
原
子
力
発
電
工
作
物
の
検
査
等
に
関
し
、
罰
金
額
の

引
上
げ
、
懲
役
刑
の
併
科
、
法
人
重
課
等
を
行
う
。

二
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

１

報
告
徴
収

文
部
科
学
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
又
は
国
土
交
通
大
臣
は
、
製
錬
事
業
者
等
に
報
告
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
、
核
燃
料

物
質
若
し
く
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
又
は
原
子
炉
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
特
に
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
原
子
炉
施
設
等
の
保
守
点
検
を
行
っ
た
事
業
者
に
対
し
、
必
要
な
報
告
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

原
子
力
安
全
委
員
会
へ
の
報
告
等

文
部
科
学
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
又
は
国
土
交
通
大
臣
は
、
毎
年
度
、
原
子
力
施
設
の
保
安
規
定
、
使
用
前
検
査
等
の
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認
可
及
び
検
査
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
原
子
力
安
全
委
員
会
に
報
告
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
意
見

を
聴
い
て
、
核
燃
料
物
質
若
し
く
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
又
は
原
子
炉
に
よ
る
災
害
の
防
止
の
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

３

罰
則

原
子
力
関
連
事
業
者
に
係
る
報
告
徴
収
、
立
入
検
査
、
原
子
力
関
連
施
設
の
検
査
等
に
関
し
、
罰
金
額
の
引
上
げ
、
法

人
重
課
等
を
行
う
。

三
、
施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施

行
す
る
。

な
お
、
本
法
律
案
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
等
が
原
子
力
安
全
委
員
会
に
行
う
報
告
の
期
間
を
毎

年
度
か
ら
四
半
期
ご
と
に
短
縮
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
報
告
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
、
製
錬
事
業
者
等
の
従
業
者
の
申
告
先
に

原
子
力
安
全
委
員
会
を
追
加
す
る
こ
と

自
主
検
査

を

事
業
者
検
査

に
用
語
を
改
め
る
こ
と
等
の
修
正
が
行
わ
れ
た

、
「

」

「

」

。


